
出典：令和４年度道徳教育推進研修（第１回）
（第３講）特別の教科道徳の指導と評価



人間としてのよさ
道徳性そのものを評価





授業のみでは難しいもの







矢印の先端で評
価するのではな
く、その過程に
ある学びの姿で
評価していく。





これらを授業で見取る
ことは難しい。





書く活動は評価そのもの
ではなく、手段（方法）
それを評価に活かすもの

である。



書く活動だけでなく、
授業における「学びの
姿」の見取りが大切



内容項目にこだわらず、
年間や学期で評価



授業でここまでは

他の活動での見取り

行動の事実の表記







しっかりと見取り、
どんどんほめて認める。
様々な教育効果が！

道徳科は、子どもたちの未来への投資



○ 毎週の道徳の時間を大切に！
・ 最初から素晴らしい授業を求めなくても、年間35時間の授業の
中で、何か一つ「ちょい足し」することで、授業が少しずつ深化
し、成長していきます。
よくばらず、無理せず、日々の実践を積み重ねていきましょう。

○ 実践の振り返りが授業力の向上の第一歩！
・ 自身の授業の振り返りはもちろん大切です。ここでも「ちょい
足し」して、他の学級や学年と共有しての振り返りにつなげると、
授業力は格段にアップします。
実践を共有し、互いのよさや成果を取り入れていきましょう。

本校の実践、研修を通して
今後の先生方の実践や各校の道徳教育推進につながれば幸いです。
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